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（業績） 「新規酸化剤「次亜塩素酸ナトリウム５水和物（SHC5）」の工業化とその酸化反応への応用」 

 

次亜塩素酸ナトリウム水溶液はクリーンかつ安価な酸

化剤として広く知られているが、工業的有機合成に使用

する場合、希薄溶液であること、反応性、安定性が低いと

いう課題があった。また、次亜塩素酸ナトリウムは５水和

物として固体で存在しえるが、この工業的な製造方法は

知られていなかった。そこで受賞者らは鋭意検討し、高

純度な次亜塩素酸ナトリウム５水和物の工業的製造法を

確立し、平成２５年にニッケイジアソー®５水塩（SHC5）とし

て上市した。さらに SHC5がこれまでにない高い酸化力を

示すことを明らかにした。以下にその概要を述べる。 

１.次亜塩素酸ナトリウム５水和物（NaOCl•5H2O、SHC5）

の工業的製法の確立 

 SHC5 を高純度で単離するためには、SHC5 だけでなく、

副生する食塩の晶析挙動も把握する必要がある。そこで

NaOCl-NaCl-H2O 系 3 成分相図を作成し、食塩が共晶

しない晶析条件と、晶析原液に求められる組成を得るた

めの反応条件を、それぞれ工業的に確立した。得られた

SHC5 は非常に高純度であり、次に示す新たな特徴を示

すことを明らかにした。 

２. SHC5 の特性発見と有機合成反応への応用 

受賞者らは、得られた SHC5 が高純度であり、冷蔵保

存下で非常に安定であることを明らかにし、前述した従来

品の欠点を克服する化合物であることを示した。さらに

SHC5 を酸化剤とした反応検討を行った結果、従来品に

は見られなかった高い酸化力を示すことを明らかにした。 

（１）アルコール類の酸化反応 

TEMPO 存在下、SHC5 を用いることで第一級アルコー

ルはアルデヒドに、第二級アルコールはケトンに高収率

かつ選択的に酸化されることを示した。SHC5 の酸化力が

高いことから、従来品に比べ pH 調整が不要であり、立体

的に嵩高い基質にも適用でき、さらに有機溶媒なしでの

反応も実施可能であることを示した。 

（２）含硫黄有機化合物の酸化反応 

通常ジスルフィドおよびチオールのスルホニルクロリド

への変換反応では、塩素ガスや塩化スルフリル等の毒性

の高い試薬が必要であるが、SHC5 を用いることで触媒を

使用することなく短時間・高収率で反応が進行することを

見出した。これは本反応系において、次亜塩素酸ナトリウ

ムが使用可能であることを示した初めての例である。また、

SHC5 がスルフィドの酸化反応において、高選択的にス

ルホキシドまたはスルホンを与えることを明らかにした。本

反応では SHC5 の当量規制と溶媒種の変更のみで酸化

段階の制御が可能である。 

（３）その他の応用例 

SHC5 は前述の酸化反応以外に、グリコール開裂やホ

フマン転位、オキサジリジン合成、芳香族ハロゲン化、ハ

ロラクトン化反応等にも適用可能であり、簡便な操作で効

率よく反応が進行することを見出している。 

このように SHC5 は高純度・高酸化力に起因して様々

な酸化反応に応用可能であり、さらに高濃度であることか

ら高い容積効率、排水量の削減が可能となる環境調和

型の酸化剤である。これらの観点から本研究成果は有機

合成化学のみならず有機工業化学の発展にも大きく寄

与しており、有機合成化学協会賞（技術的なもの）に十分

値するものと認められる。 
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